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５ 事業の評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
■参加者アンケートから 

学校祭へのモチベーションの向上と事業の満足度は 90％以上で
あることが分かった。 

■参加者の感想 
「すごく貴重な経験だったので、新生徒会に引き継いで参加を

続けてほしいと思いました。」との感想が寄せられた。 
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Leader’s Café①～高校生編～ ネイパル北見 

自校の良さや課題を明確にし、生徒会運営を円滑にする 

１ 事業のねらい 

  ワークショップや他校との交流を
通して、自校の良さや課題を明確に
し、チームワークを向上させ、 生徒
会運営を円滑に進める機会とする。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R６.６.８(土)～９(日) １泊２日 
■対象 高校生(生徒会執行部、各種委員会役員)、引率教員等 
■人数 29 名 
■場所 ネイパル北見 
■講師 日本ペップトーク普及協会認定講師 池田 潤 氏 

４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■夏の風物詩を取り入れた後夜祭を意識した交流プログラム 
  ・焚火を囲みながらのフォークダンス、歌、花火など、夏ならでは

の活動を取り入れ、参加者同士の交流を促す工夫をした。 
 ■ペップトークを取り入れたリーダー育成プログラム 
  ・「ペップトーク」の講師を招き、モチベーションを上げるスピー

チ方法を学び、実際の声掛けを想定し各校で考えたペップトーク
の実践発表を行い、互いの発表を交流する場を設定した。 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

 ●昨年の反省から、部屋割を他校の生徒と一緒にし、焚火カフェ
では歌、フォークダンス、花火を参加者の進行に任せ、自主的
な交流を促したため、全員で楽しみ交流する姿が見られた。 

〇昨年度からの実施であるが、各学校に周知がうまく届かず参加
できない学校もあった。今後、管内の高校の生徒会顧問との連
携を深める必要がある。 

「ペップトーク」の手法
の習得と、自主企画の後夜
祭を意識した交流を深める
プログラムの設定 

企画のポイント 

ペップトークの講師と記念撮影 
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焚火を囲み非日常の時間を味わう 
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